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強制力のある導入判定基準値とトラヒック比率に応じた干渉比率の提案  

 

 

 

 弊社は、第三版に記載する導入判定基準値に強制力を持たせることを要請

する。仮に導入判定基準値に強制力を付与することが担保されない場合は、

あらためて保護判定基準値の見直しを要請する。  

 

 導入判定基準値もしくは保護判定基準値による上りへの影響と下りへの影

響に対する規制は、実際のトラヒック値に対比させて行うべきであると考え

る。以下は、先月の弊社ＡＳ領域と他社ＡＳ領域間のピア回線の総トラヒッ

クの総平均値とピーク値である。  

 

上りトラヒックの総平均値：   ６２．４Ｍｂｐｓ  

下りトラヒックの総平均値：  １９６．２Ｍｂｐｓ  

上りトラヒックのピーク値：   ８５．５Ｍｂｐｓ  

下りトラヒックのピーク値：  ３２３．６Ｍｂｐｓ  

 

上りトラヒックの総平均値は、下りトラヒックの総平均値の約３１．８パ

ーセントである。弊社は、ＡＤＳＬ回線サービスの上りトラヒックの全国平

均と下りトラヒックの全国平均の割合は、およそ１対３になると見ている。  

したがって、たとえばＯＬ回線による干渉が既存ＦＤＭ回線の上り伝送速

度を２００ｋｂｐｓ低下させる場面では、ＥＵ回線による干渉が既存ＦＤＭ

回線の下り伝送速度を６００ｋｂｐｓまで低下させてもよいと考える。ある

いは、ＯＬ回線による干渉が既存ＦＤＭ回線の上り伝送速度を１００ｋｂｐ

ｓまでしか低下さない場面では、ＥＵ回線による干渉が既存ＦＤＭ回線の下

り伝送速度を３００ｋｂｐｓまでしか低下させてはならないと考える。  

 

 

以上。 

 

 


